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も整い︑他学部はもちろん学生との距離も縮まった︒これを私たちが手放しで喜んだとは思わないが︵人によって温度差もあるだろう︶ ︑次々と押し寄せる新たな課題を前に︑移転決定そのものが孕んで た﹁苦さ﹂はしだいに共有されなくなっていった︒ ﹁大家さん﹂から立ち退きを要求されてやむなく引っ越したのだということも 当局の支離滅裂な説明︵人文研跡地は売却すべき﹁資産﹂と考えている云々︶も︑誰も話題にしなった︒しても詮ない ある︒恨み節に意味はない︒そにしょせん﹁借家人﹂ 身分である︒しかし︑次に入った﹁借家人﹂のピカピカ ネームプレートを見る き︑また新たに甦ったボロ家の全貌を目にするとき︑人文研の移転もまた世にう﹁人文学の凋落﹂のひとつの兆候だ 思わずにいられるだうか︒　
旧所屋は東大路という広い﹁川﹂で大学本部から隔てられて
いた︒このことは大きい︒大学で起こっているこ は︑ ﹁川向う﹂の︑ ﹁対岸﹂の出来事だ この位置関係が 良くも悪くも︑人文研の﹁構え﹂のよう ものを決定づけて たように思う︒そして﹁川﹂を渡 た今︑深層において変わった は︵変わらされたのは︶この﹁構え﹂だったのではないかと思う︒　
建物じたいも︑今にして思えば奇妙な代物だった︒いびつで







































































究対象として選んだ時の初志が︑ ﹁現在の自分が立つ︑この地点の出発点を確認し ﹂という想いであっ ︒それを覚えているのは︑東京大学社会科学研究所での助手面接試験で︑ ﹁何のために研 したいのか？﹂と問われて︑そう答え からである︒とは言え︑何をどう研究すれば良 といったことが分かっていた訳でもない︒ だ漠然と欧米のみならずアジアと直接に交流するようになった明治日本の人々の思想を知ることで︑﹁近代﹂と﹁世界﹂についても知ることができるのではないかという予感めいたものがあったに過ぎない︒しかし︑ ﹁現在の自分が立つ﹂地歩は︑それ自体が日々動い いる以上 永久に辿り着けない﹁逃げ水﹂を追う営為に他なら っ ︒　
そして︑愚鈍な私が﹁近代﹂について思いあぐねている間に





読み解く作業に徹することこそが時勢に流されない唯一 道あることを諸先輩の歩みは明示して た︒いや︑それしか出来ないと思った︒そして︑海外の最新理論を導入し︑それを当て嵌めてみせる才筆を競う ではなく︑いかに稚拙で不細工であれ自分が読んだ史料から導き出される概念や視座を提示していくしかないと臍を固めていったように思う︒　
このような方向を選び取るにあ っては︑東方部や西洋部の
研究班の末席に加えて戴いた体験に依るところが大き った︒それは門外漢として︑ただ出席し 耳学問をしたというに過ぎなかったが︑史料の解釈をめぐって展開され 議論の場に立ち会う時間を重ねるだけで自分が知らない地平が拓かれるよ な感覚に捉われ ︒史料文献を原文で読むことはできなくとも︑翻訳や関連資料などを探し出 読み続け ことで日本 置かれた﹁近代﹂と﹁世界﹂の布置状況が 朧気ながらでも見えてくるような触感があった︒　
ただ︑東方部や西洋部の研究班からは︑一 的に恩恵を受け
ただけで何一つ応えるこ ができなかった︒その点 は︑今でも忸怩たるものがあり︑この悔悟の念は消え去ることはないであろう︒しかし︑ ﹁世界﹂各地域の研究者を網羅して る人文
―　 ―8
人文第 64号―再校
研の最大の特質を活用しないことほど︑研究者という以前に一人の人間としての人生にとっての損失はない︒何よりも東方部や西洋部 研究班では︑通常では出会う機会もない多種多様な専門分野や異業種の方々とも面識を得る ができ︑研究班が終わってからも交流が続いている方が少 くない︒そうした方々こそ︑自分 究分野に閉じこもりがちな研究所生活で外に向けて開かれた窓口となった︒　
さて︑研究対象は共同研究班などのテーマによって変わって





























陳寿の﹃三国志﹄をとりあげ︑五丈原の戦い 描写を比較してみると︑ ﹃三国志﹄の描写は︑ ちに﹃三国演義﹄の名場面のひとつとなったとは到底思えな ほど︑はなはだ無味乾燥である︒これが講談へ 発展するための素材となった は︑のちに南朝宋の裴松之が注として拾い上げてくれた稗史であり︑それがなけれ
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化され記録的な観客動員を果たしたが︑デュラスは大いに不満だったという︒アノーは小説を︑確定した事実からなるひとつの歴史／物語にしようとする︒しかし︑ひとりの人間が生きてきた︿生﹀ 無数の事実︑経験︑願望︑空想などから織りなされていて︑それを時系列に沿って整然と展開されるような整合的な物語にすることはできない︒それでは︑人生とは支離滅裂な断片からなる無意味なもの の ︒デュラスはそれもちがうと言う︒人生には言語化できない核のようなものはあり︑それとの関係で人生には意味を与えることができる︑しかし︑この核は︑実際に︿生﹀を生る現在においてははっきり 自覚 き い︑だ こそ過去の人生について後 回想し︑妄想をも恐れず語りなおすことに意味 あるのだ　﹃愛人﹄の冒頭で語られる﹁存在しない写真﹂はまさにそうした表象できな 核につながるも ある︒中国人青年が黒い豪華な自動車に乗ってメコン川の渡し場に現れ︑渡 船のうえで二人が初めて 葉を交わした場面
︱
自分の人生にとって決定的な意味を持つ







ある︒　﹃愛人﹄の﹁愛﹂は﹁不可能な愛﹂である︒それは目に見えぬかたちで︑つまりあ 種 ︿不在﹀ ︑ ︿欠如﹀として︑人と人との間の関係に作用し いる︒デュラスにとって書くこととは︑こ した︿不在﹀ ︑ ︿欠如﹀に触れ︑それと自分を共振させる営みであった︒停電した夜に少女を追い けてきた女乞食や︑若い愛人を自殺させたこ で周囲から悪評を立てられ︑ついには入水自殺したアンヌ
=
マリー・ストレッテルは︑


























あるがままの現実にのみ立脚し︑それを出発点としたことに由る︒人性の善悪ということであれば︑孟子や荀子の唱えるように︑良識︑善への志向といった個人の教化︑さらには教化を受け入れる個人の理性的判断の有無ということ 当然まな板 登るであろう︒しかしながら︑韓非子はそれを考慮 外 おき︑損得に対して本能的に反応する人間の行動のみをとりあげ︑それを肯定も否定もすることなく︑現実として受け入れ︑利用することによって刑罰による威嚇︑予防へ 理論を積み上げていったのであ ︒　
韓非にとって重要なのは社会の安定秩序であり︑社
会を構成する人間集団をいか 統御 か 全て 課題であり︑そのための人性の分析 った︒従って統治の対象たる人間を集団としてとらえ︑個人︑個性には極めて冷淡である︒　
個性とは︑人間を独立した人格をもつ存在と見て︑





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































析学︑それに文化人類学や霊長類学といった多彩な専門をもつメンバ が︑デカルトの動物論からアフリカの農村における人とサルの関係にいたるまで︑多岐にわたる研究発表を行ってきた︒このように書く ︑研究班のテーマが広汎なあまりに 全体としての まりがつかなくなってしまうのでは と思われるかもし





ひとつとして捉え おすこと うながす でもあった︒　
そしてまた︑この共同研究班は︑相異なる思考や発




して印象深かったのは︑ある霊長類学者が発表の場でもらした︑ ﹁今︑自分にとってこの研究会が一番楽しい﹂という言葉である︒同じ分野の研究者からなる普段の研究会とは違って︑ ﹁いつも思いがけないコメントが飛んでくるから﹂と︒この言葉は︑共同研究会なるものの意義と醍醐味を端的に表している︒異分野の研究者たちが︑しかし相通じる問題意識を 集うことから生まれる︑啓示的なひらめきとアイデアの思いがけない連鎖︒それは︑ ﹁文理融合﹂や 学際的研究の促進﹂といっ 上からの掛け声によっては達成しえない︑自由で創発的な共同性の生成であ だろう︒　
三月十三日に京都大学時計台記念館百周年記念ホー
ルで開催された退職記念講演会で︑班長である大浦氏は﹁ ︿おしゃべり﹀の効用﹂について話された︒モノローグではなく︑一対一 ﹁対話﹂と う形式に縛られたものでもなく︑人が他者とともに生きるという共同性の原型として︑おしゃべりはある︒居心地 よい親しさと緊張感の入り混じった 闊達な﹁おしゃべりの場﹂として 共同研究会︒それが︑大浦氏がの軽妙洒脱な話術で創りだした たぐ まれ 空間だったのかもしれない︒　
この共同研究班は︑そんな毎回の﹁おしゃべり﹂を
通して︑人を含む生きものとそ 環世界の創造的なあ























ビンゲン大学の哲学部では学生運動を経て︑私は籍をおいていた頃にはエルンスト・ブロッホも亡く っていて︑彼の痕跡も次第に消えていく状況だ た︒その理想を挙げ ︑大学の外に広がる社会まで影響及ぼうとしたのは 文学部のレトリック学科初代教授ワルター・イェンスとその弟子ゲルト・ユーディングのみった︒もちろん先生の知識と経験の方が遥に豊富であるが︑学生から違う見解や違う角度からの考 方が提出されたら特に喜んで︑それを自分の論点と合わせて新しい方向へ向かうとい ことが時々あった︒発言の頻度と沈黙の間取りはそのためのバランス 良い組み合わせになった︒　
それから随分後になるが︑京都に留学する機会が与
えられた︒そこで始めて日本流の共同研究班 存在を知った︒実際に始めて参加を認めて頂い のは 入矢
義高先生と柳田聖山先生が共同主催した﹁正法眼蔵三百則﹂と︑入矢先生の﹁唐代の禅語録﹂の研究班であり︑花園大学の隣にある﹁禅文化研究所﹂で開催された︒正直に言えば︑その時は議論の内容は殆ど分からなかった︒担当者は中国語のテクストを古代日本語ような読み方で読み上げて︑日本語訳をつけて︑それから膨大な数の注を並べた︒発表を聞きながら眠りと戦うのは私一人だけ はなかったが︑その後の議論は本当に面白かった︒特に先生が二人で主催した研究班には︑それぞれの観点から物事の違う見方が時々伺えた︒しかしこの二つの研究班でも︑その後に参加研究班でも共通 言えるのは︑沈黙 成功の前提 なるということだった︒新しい発想︑今まで見て来なかったテキストのニュアンス︑先 発言に導きされ 意外な発見などなどは︑その沈黙から生まれる︒　
そうして長い間グルメが料亭やレストランを回るよ

























毀誉褒貶が激しい人物というのも少ないのではないかと思います︒あるひとは章氏が﹁天才﹂だと言い︵宮崎市定の評価︶ ︑あるひとは﹁不満を大言でまぎらしていた﹂だけと言います︵増井經夫の評価︶ ︒我々研究班で会読しているのが︑その章学誠 主著︑ ﹃文史通義﹄です︒　
研究班では︑訳注の作成に注力しているので︑人物
の評価まで議論してはいませんが それにしても章学誠の文章のみを読み続け︑ひたすらかの人の声に耳を傾けるわけです︒二〇一五年の四月以来 大体︑月二回のペースで読み進め︑二年をかけ ︑全五巻のうち二巻分を読み終えるところです︒これだけ章学誠 書いた文章を読んでいれば︑班員の皆さんにもそれぞれ感ずるところがあ と思います︒　
章学誠が天才か否か︑偉いか否かはひとまず措くと






ら清の時代まで 数千年に及ぶ範囲ですから︑その議論が重層的であるという は当然のこととも言えましょうが︑語の使い方や表現にまで︑中国歴代の思想家・歴史家・文学者の刻印が捺されている は︑私にとって︑細かな注釈をしてみてはじめて了解されることでした︒　
しかし調べものをして気づくことよりも︑一緒に会





ることが端的に示すとおり︑この書物は︑ ﹁文﹂と﹁史﹂とをテーマとしており︑この両方面の深い理解が不可欠です︒ ﹁文﹂がいま言う文学に相当するのか︑そして﹁史﹂が史学に相当 るのか 同等とは言えないまでもどの程度重なり合うのか︑これは大きくかつ重要な問題です︒すぐに明確な答えを出すことは不可能ですが︑かなり重なりあう部分が大きい で ないかと私は見積もっ いま ︒それが誤りでないとすると︑ ﹃文史通義﹄を読むには中国文学の専門家 そして中国史の専門家の協力 とい ことになりす︒さいわいこの研究班には︑複数の中国文学・中国史の専家が参加してくださっています︒実に頼もしく︑ありがたいこ です︒　
中国史の理解が必要なことの一例を挙げれば︑ ﹁墓






















の文章が三行にわ って書かれている︒これまでの出土例では︑手紙や公文書の一部が幅広簡 書かれ ことはあるが︑書籍は例外なく一行書きの細い に 写されている で この点まず異様である︒かつ一枚簡に全文 収まらず 紐で綴じた複数の簡に書かれて




明らかに偽物と分かるものは もかく︑最近は手の込んだ贋作も出回っている︒個人的 目睹したことがるのは︑一見きれいな戦国時代 楚の簡だった︒ だしＣ
14の鑑定では一～二世紀の本に書かれていて︑そ
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はＵＨＨ本部の近隣に位置する︒挨拶を兼ねて視察に赴いたが︑四年前に十数人いた筆者の同輩は︑一人か残っていなかった︒現状は薄々知って し︑若手が多いので当然ながら流動性は高 ︒こ 唯一の元同僚も﹁来週に 北京へ移って︑職 就く﹂とのことで長話は憚られたから早々に退散した︒彼を含めて各地に散った旧同僚の職は︑多く任期付のものだろう︒若手研究者が安定した地位を得ることの難しさ ︑洋の東西を問わない︒　
事務職員諸氏が業務で別の都市に発った翌二一日は︑






















は︑現地に出て調査する者と文献資料を分析する者とが︑自分や相手のことを﹁フィールド屋﹂ ﹁文献屋﹂と呼んで いい意味で競い合っていたそうである︒インド最古の古典文献であるヴェーダを専門とする私は︑三十年以上にわたって毎年インドで ワーク
を行っている︒ ﹁文献屋﹂がフィールドワークを続けているのである︒　
留学していた大学の教授に連れられて︑はじめてフ






情報をかき集めて︑調査対象を定めている︒情報を集めるために私たちが行っていることは︑毎年必ず同じヴェーダ伝承家を訪ね その家に所蔵されている大量の写本の調査と撮影に時間の多くを費やすことである︒写本の調査と撮影は現地調査の重要な目的の一つではあるが︑同時にそれを︑バラモン社会のネットワークにつながってい その に長時間滞在して情報を得るための︑便利な理由として利用している︒写本撮影の合間に︑その家 人たち 近隣のようすやバラモン・コミュニティの動き どについ 気楽に語ってもらうことで︑最新の情報やこれまで耳に入らなかった情報を集める である︒　
今回の調査では︑数年前にアグニチャヤナと呼ばれ
る大規模なヴェーダ祭式を挙行した人が︑その後も毎日︑朝夕の祭火への献供︵アグニホートラ︶を︑新月と満月の日には新満月祭 呼ばれ 祭式を続けと聞き︑取材と撮影を行った︒近年︑ケーララでは大規模なソーマ祭やアグニチャヤナ が頻繁 行われ︑一種の文化イベント 化しているが︑挙行者︵ 主︶にとっては︑それ以上の意味をもっていることがわかった︒アグニチャヤナ祭を行った後も祭火献供や新満月祭などを継続していることから︑挙行者に っては大規模なヴェーダ祭式は︑それによ て獲得した威光
を保持し続けるべき生涯にわたる威光の創出なのである︒　
同じく今回︑有名なヴェーダ祭式の指導者で学匠家























ることもできるだろう︒すべてを求める諸力の拮抗に追われた世界の果てアメリカで執筆された著作︵ ﹃啓蒙の弁証法﹄︶の一章をその分析にあてたアドルノとホルクハイマーは︑不可能な一貫性を追い求めて具体的な細部を抹消する知性の本性︵同一化︶にその原因を求めた︒またその際には︑ホメロス 主人公が︑帰郷の後には自分 留守中に妻に迫った求婚者たちを皆殺しにしたことも忘れら て いなかったはずだ︒かくして︑航海の途上に現れる怪物たちを知 の働きによって滅ぼした英雄の姿を︑ヨーロッパ的理性のアレゴリーとする二人の亡命知識人にとっ ︑文明の進歩は人間の情念を抑圧する道徳のそ と手を結ぶも となる︒すべてを自分のも にしようとす 妄執 とりつかれた が︑自らの建造物 崩壊 恐 あまり︑アモルフな衝動の噴出を押さえ込まねばならないという悲劇が︑この場合には啓蒙 挫折として描き出されたのだと言えよう ここから分かるのは︑理性と欲望のせめぎ合いなど︑旅の途上の一コマとしては勇ましい冒険譚になるが︑その辿り着く先には理性的暴力いう撞着語法的な自家中毒 惨状が待ち受けているということだ︒そこには︑自ら 姿を鏡 映しては自画自賛する理性 ナルシシズムがあ では︑これとは別の行き方はあるだろうか︒
　
アメリカから目を転じて︑こうした経験を日本に探
してみれば︑カリフォルニアのユダヤ人たちとほぼ同世代︑一八九四年に生まれた人物として︑文明社会を逸脱する人間を描き続けた怪奇作家江戸川乱歩が挙げられる︒その短編に︑鏡像への嗜癖を持ったおとこが己の欲求を満たそうとして︑完璧な弧に磨き上げた鏡を張り合わせて球体を作り上げ︑故意か事故かは定かでない事情によって︑ の中 一晩閉じ込められた挙句に発狂して死を迎えるとい 話がある︵ ﹁鏡地獄﹂︶ ︒全体を見渡そうとする知への欲望を︑文字通り可視化したこの作品は︑鏡 内側に入 ことで自らの視覚を一瞬のうちに全体へと拡大された人間 破滅を描いたという点で︑この場合は情欲 支配された理性の末路を示していると言える︒　
もう一つ︑最後はアルゼンチンから例をとれば︑同
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次に︑優良誤認にもとづく販売差止請求だが︑これ
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